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自筆証書遺言、秘密証書遺言、公正証書遺言、の比較 

 A自筆証書遺言 

（民法 968条） 

B秘密証書遺言 

（民法 970条） 

C公正証書遺言 

（民法 969条） 

誰が書く？ 遺言者 誰でも 公証人 

条件は？ ・全文、日付及び氏名を自

分自身で書き、署名、押印

すること。 

・音声や録画映像、ワープ

ロやパソコンで作成したも

の、他人が代筆したものは、

認められない。 

・遺言者が、その証書に署名

し、印を押すこと。 

・遺言者が、その証書を封じ、

証書に用いた印章をもってこ

れに封印すること。 

・遺言者が、公証人及び証人

2 人以上の前に封書を提出し

て、自己の遺言書である旨並

びにその筆者の氏名及び住所

を申述すること。 

・公証人が、その証書を提出

した日付及び遺言者の申述を

封書に記載した後、遺言者及

び証人とともにこれに署名

し、印を押すこと。 

・ワープロやパソコンで作成

したものも認められる。 

・証人 2 名以上の立会いが

あること。 

・遺言者が遺言の趣旨を公

証人に口授すること。 

・公証人が、遺言者の口述

を筆記し、これを遺言者及

び証人に読み聞かせ、また

は閲覧させること。 

・遺言者及び証人が、筆記

の正確なことを承認した

後、各自これに署名し、印

を押すこと。 

・公証人が、その証書が前

述の方式に従って作成した

ものである旨を付記して、

これに署名し、印を押すこ

と。 

保管は誰がす

る？ 
遺言者 遺言者 公証役場と遺言者 

メリットは？ ・一人で作成できる。 

・特別な費用がかからない。 

・遺言の存在を隠しておけ

る。 

・遺言の存在を明らかにして

おきながら、内容は秘密にし

ておくことができる。 

・遺言者は、署名だけできれ

ば内容が書けなくても作成で

きる。 

・内容の不備により無効と

なる場合が、ほとんどない。 

・紛失、偽造・変造の心配

がない。 

・相続人間の紛争が少ない。 

・文字を書けない人でもで

きる。 

デメリット

は？ 

・内容の不備により無効と

なる場合がある。 

・紛失や偽造・変造の危険

がある。 

・相続人間で紛争が生じや

すい。 

・文字を書ける人に限られ

る。 

・費用がかかる。 

・内容の不備により無効とな

る場合がある。 

・紛失、偽造・変造の危険が

ある。 

・遺言人以外が筆記した場合、

内容の守秘が難しい。 

・手続きが多少面倒である。 

・費用がかかる。 

・遺言の存在やその内容を

秘密にしておくことができ

ない。 

検認は必要？ 必要 必要 不要 

 


